
令和７年度 大阪府立高槻北高等学校 第１回学校運営協議会 議事録 

 

校 名 府立高槻北高等学校 

校長名    山脇 和美 

 

開催日時 令和７年７月２日（水） １５：００～１６：００ 

開催場所 府立高槻北高等学校 １Ｆ 校長室 

出席者（委員） 本村 康哲 会長、  堀田 佳子 委員、 中西 恵  委員、 柏原 泰和 委員 

出席者（学校） 山脇 和美（校長）、 伊藤 倫隆（教頭）、 山地 謙一郎（事務長） 

上田 千歳 ・ 松本 庸子（首席）、 山本 京子（総合調整部長）、 山本 啓大郎（記録） 

傍聴者 なし 

 

協議資料 

①令和７年度 第1回学校運営協議会次第 

②委員名簿ならびに本校出席者一覧 

③大阪府立高槻北高等学校 学校運営協議会 実施要項 

④配席図 

⑤令和６年度 学校経営計画及び学校評価（A4：２枚） 

⑤令和７年度 学校経営計画及び学校評価（A4：２枚） 

⑥大阪府立高槻北高等学校 スクールミッション、スクールポリシー 

⑦２０２５年度入試（４６期生と既卒生）の入試合格状況（A4：１枚） 

備考 
 

議題等 （次第順） 

・開会宣言 （教頭） 

・開会挨拶 （校長） 

・本日の審議内容 

  令和６年度学校経営計画及び学校評価について 

  令和７年度学校経営計画及び学校評価について 

  令和１０年度入学者選抜（学校特色枠）について 

上記に伴う、スクールミッション、スクールポリシーについて 

・質疑応答ならびに協議 

・閉会挨拶 （校長） 

・閉会宣言 （教頭） 

 

協議内容・承認事項等 （意見の概要） 

1. 開会 

校長より挨拶 

 

2. 令和6年度学校経営計画及び学校評価 

校長より前年度の取組内容及び自己評価について報告。 

 

３．令和７年度学校経営計画及び学校評価 

校長より今年度の取組内容を説明、報告。 

・1 学力・進路保障 （１）生徒の学力向上・進路目標の実現に関して、「家庭学習等、授業以外での生徒の主体的な



学習習慣につながるような取組を各教科、各学年で工夫していく」を追加。 

・３ 学校運営（４）働き方改革の推進として、先日、伴走型ミーティングの中で創造的な余白を作るために教職員

全体で考える機会を設けた。今後、この場で出た意見を参考に取組を考察していく予定。 

 

４. 令和１０年度入学者選抜（学校特色枠） 

校長より、制度の大枠と本校の学校特色枠設定についての方針を説明。 

 

５．入試合格状況 

教頭より、昨年度の入試合格状況について報告、説明。 

 

6. 質疑応答 

（委員） 

指定校推薦希望者は増加しているのか。 

 

（本校） 

増加している。高校でコツコツ頑張った生徒が指定校へ進んでいる印象がある。若干物足りない気もする

が経済的理由、リスクを避ける傾向が強まっているようだ。 

 

（委員） 

学校運営に関して。教職員の人数は足りていると考えているか。 

 

（本校） 

考えられる対策は行っているが、マンパワーは足りていないと考えている。以前の１０クラス規模で行って

いた時の内容を現在の人員数で行おうとすると当然一人当たりの業務量は増える。 

 

（委員） 

人相手の仕事なので電子化を進めることが必ずしもより良い結果を生むとは限らないのではないか。 

 

（本校） 

電子化によって効率化を進めることはできるが、失っていることもある。例えば form を活用した欠席連

絡では生徒の生の様子が分かりにくい。 

 

 

（委員） 

登下校時の自転車のマナーはきちんと守られているという印象を持っているが。 

 

（学校） 

年度当初の４，５月と試験時が登下校の苦情が多い。 

 

（委員） 

校務員がいないので雑草が生い茂っている箇所がある。生徒が学習し生活する場であるのでそのような

予算は必要ではないか？ 

 

（本校） 

予算の要望は行っている。 

 

（委員） 

スマホの使用に関しては、本来は家庭で使用のルールを徹底していくべきだが、全てを家庭に投げること

は難しい。 

 



（本校） 

校内でスマホを使用してよい時間でも歩きスマホ等に関しては指導をしている。社会のルールにも抵抗な

く受け入れることができるのではないかと考えている。 

 

 

7. 閉会 

・閉会挨拶 （校長） 

・閉会宣言 （教頭） 

 

次回の会議日程 

日時 令和７年１１月１７日（月） 予定 

会場 本校（未定） 

 


